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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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き
起
こ
さ
れ
た
不
当
労
働
行

為
と
し
て
、
裁
判
に
訴
え
な

が
ら
も
原
告
ら
は
そ
の
政
治

的
な
解
決
を
求
め
て
き
た
▼

１
０
４
７
人
も
の
労
働
者
の

Ｊ
Ｒ
不
採
用
差
別
事
件
は
、

　

年
間
も
解
決
を
引
き
延
ば

23し
て
き
た
歴
代
政
府
の
責
任

を
厳
し
く
問
い
続
け
、
よ
う

や
く
解
決
案
が
示
さ
れ
た
。

当
事
者
等
は
「
求
め
て
い
た

『
路
頭
に
迷
わ
な
い
解
決
』と

い
う
要
請
の
趣
旨
に
沿
っ
た

内
容
」
と
し
て
、
受
け
入
れ

を
表
明
し
た
▼
す
で
に
亡
く

な
ら
れ
た　

人
の
原
告
ら
と

60

と
も
に
解
決
の
日
を
迎
え
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
に
心
が
痛

む
。
解
決
の
大
き
な
扉
を
開

く
こ
と
は
で
き
た
が
、
Ｊ
Ｒ

が
雇
用
確
保
に
万
全
を
払
う

な
ど
全
面
解
決
に
至
る
ま

で
、
支
援
の
輪
を
私
た
ち
は

解
か
な
い
。

１
９
７
８
年

当
時
の
中
曽

根
内
閣
が
国

鉄
分
割
・
民

営
化
を
強
行

す
る
中
で
引

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

捨
て
石
の
好
手
段
で
、
白
の

眼
形
を
奪
い
ま
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上

【実行委員会参加団体】
銀行の中高年問題を考え
る会、国民春闘共闘会
議、政府系金融機関労働
組合、全国金融産業労働
組合、全国金融産業労働
組合連合会、全国港運海
貨物流労働組合協議会、
全国税労働組合、全国税
労働組合関東信越地方連
合会、全国税労働組合東
京地方連合会、全国税関
労働組合、全国税関労働
組合東京支部、全国税関
労働組合横浜支部、全日
本年金者組合、千代田区
春闘共闘会議、千代田区
労働組合協議会、千代田
区労働組合連合会、東京
靴工組合本部、東京国家
公務員・独立行政法人労
働組合共闘会議、東京港
湾関係労働組合協議会、
東京春闘共闘会議、東京
土建一般労働組合、特殊
法人等労働組合連絡協議
会、日本国家公務員労働
組合連合会、農民運動全
国連合会、郵政産業労働
組合、横浜港湾労働組合
協議会　　（50音順）

国民のための財務・金融行政へ転換求め

新
政
権
に
要
望
実
現
を
迫
る

　

年
の
歴
史
刻
む
官
民
共
同
背
景
に

26

　
　

年
目
を
迎
え

26
た
財
務
・
金
融
共

同
行
動
は
、
気
温

6
度
の
小
雨
の

中
、
霞
が
関
と
大

手
町
周
辺
で
早
朝

宣
伝
行
動
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

午
前
8
時
か
ら

1
時
間
半
、
財
務
省
前
に
配

置
し
た
宣
伝
カ
ー
か
ら
、
金

融
共
闘
の
仲
間
、
国
公
労

連
・
全
国
税
・
全
税
関
・
年

金
者
組
合
・
郵
産
労
・
金
融

労
連
・
政
金
労
の
代
表
が
霞

が
関
周
辺
で
働
く
人
々
へ
熱

く
訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
嘱
託
事
務
員
の

写真上　昼休み要求行動を行う官民の仲間
写真下　実行委員会を代表し峰崎財務副大臣
　　に要請書を手交する宮垣国公労連委員長

解
雇
撤
回
を
求
め
て
Ａ
Ｉ
Ｇ

ス
タ
ー
生
命
社
前
で
、
組
合

つ
ぶ
し
に
狂
奔
す
る
日
産
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
証
券
社
前
で
抗

議
・
要
請
行
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
　

＊ 　
　

＊　
　

＊

　
　

時
か
ら
金
融
庁
、　

時

10

10

　

分
か
ら
日
本
銀
行
と
全
国

30銀
行
協
会
、　

時　

分
か
ら

10

45

財
務
省
に
対
し
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

財
務
省
で
は
、
宮
垣
実
行

委
員
長
、
全
国
税
・
全
税
関

両
委
員
長
の
ほ
か
、
政
府
系

金
融
機
関
労
組
・
全
日
本
年

金
者
組
合
・
東
京
靴
工
組
合
・

全
国
金
融
労
組
連
合
会
・
全

国
金
融
産
業
労
組
の
代
表
が

峰
崎
財
務
副
大
臣
に
要
請
を

行
い
ま
し
た
（
別
掲
）。

　

財
務
省
前
に
官
民　

団
体

26

の
旗
や
幟
が
林
立
す
る
中
、

松
平
晃
さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
演
奏
を
皮
切
り
に
、「
財

務
・
金
融
共
同
行
動
実
行
委

員
会
」
と
「
国
民
生
活
破
壊

の
金
融
政
策
を
や
め
さ
せ
、

地
域
経
済
と
暮
ら
し
を
守
る

４
・　

統
一
実
行
委
員
会
」

16

共
催
の
昼
休
み
要
求
行
動
を

展
開
し
ま
し
た
。

　

連
帯
の
あ
い
さ
つ
に
か
け

つ
け
た
国
民
春
闘
共
闘
の
小

田
川
事
務
局
長
は
「
変
化
を

チ
ャ
ン
ス
に
、
貧
困
・
格
差

の
解
消
、
内
需
の
拡
大
を
求

め
、
あ
わ
せ
て
官
民
一
体
の

歴
史
あ
る
共
同
行
動
を
力
に

財
務
・
金
融
行
政
を
国
民
本

位
に
転
換
さ
せ
る
運
動
を
一

層
前
進
さ
せ
よ
う
」
と
よ
び

か
け
ま
し
た
。

　

３
０
０
人
の
要
求
行
動
参

加
者
を
前
に
、
全
国
税
藤
平

委
員
長
が
閉
会
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
後
、「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
の
声
を
霞
が
関
一
帯

に
響
か
せ
、
2
0
1
0
年
財

務
・
金
融
共
同
行
動
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。

　

藤
平
全
国
税
委
員
長

　
  　

峰
崎
副
大
臣
に
要
請

　

全
国
税
の
藤
平
委
員
長
は

峰
崎
財
務
副
大
臣
に
対
し
、

①
国
税
職
員
の
処
遇
改
善
へ

の
配
慮
と
、「
負
の
遺
産
」
と

い
え
る
組
合
差
別
の
根
絶
、

②
必
要
以
上
に
任
期
を
細
分

化
し
て
い
る
非
常
勤
職
員
の

３
ヵ
月
更
新
の
是
正
に
つ
い

て
、
国
税
庁
へ
の
督
励
を
要

請
し
ま
し
た
。

　

峰
崎
副
大
臣
は
、「
労
使

が
こ
の
よ
う
に
話
し
合
い
を

持
つ
こ
と
は
職
場
の
民
主

主
義
と
し
て
当
然
必
要
な

こ
と
で
あ
る
」
と
前
置
き

し
、
非
常
勤
職
員
の
３
ヵ

月
更
新
問
題
は
「
調
査
さ

せ
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
税
制
や
格

差
社
会
を
ど
う
し
て
い
く

か
は
も
っ
と
議
論
し
て
い

き
た
い
。
今
回
の
要
請
に

つ
い
て
は
し
っ
か
り
受
け

止
め
、
内
容
に
つ
い
て
は

大
臣
に
伝
え
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

侠
僑

挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙
挙

　 2010年4月16日
　財務・金融共同行動

し
ま
し
た
。

　

昼
休
み
に

は
、
大
阪
国
税

局
前
に
国
公
・

民
間
の
仲
間
約

２
０
０
人
が
結

集
し
、
国
民
本

位
の
財
政
・
金

融
・
税
制
を
実

現
す
る
た
め
、

一
致
団
結
し
て

運
動
を
強
め
て

い
く
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

国
民
本
位
の
財
務
・
金
融

　
　
　

税
制
の
実
現
を
め
ざ
す

　

4
月　

日
早
朝
、「
財
務

16

省
・
金
融
庁
包
囲
近
畿
大
行

動
」
の
一
環
と
し
て
神
戸
署

前
集
会
を
開
催
し
、
全
国
税

差
別
撤
廃
と
中
高
年
処
遇
の

改
善
を
求
め
署
当
局
と
交
渉

国
税
局
の
ほ
か　

団
体
に

18

　

交
渉
・
要
請
行
動
を
展
開

域
育

違
違
違
違
違

　

4
月　

日
、「
み
ん
な
の

21

要
求
・
み
ん
な
で
実
現
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
財
務
金
融

切
り
に
、
4

コ
ー
ス
の
求
心

デ
モ
行
進
を
展

開
、
栄
広
場
で

開
催
し
た
昼
休

み
集
会
に
は
官

民
の
仲
間
３
０

０
人
が
結
集
し

て
決
起
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、

名
古
屋
国
税
局

な
ど　

団
体
と

18

交
渉
・
要
請
も

行
い
ま
し
た
。

東
海
総
行
動
・
第　

回
栄
総

73

行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

局
前
早
朝
宣
伝
行
動
を
皮

　

4
・　

東
海
総
行
動

　
21

4
・　

近
畿
総
行
動

　
16

官民26団体・300人がスクラム
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管
理
運
営
部
門
の

非
常
勤
職
員
は
半
減

【
近
畿
・
奈
良
県
支
部
】

　

奈
良
署
で
は
、
5
月
か
ら

非
常
勤
職
員
が　

人
か
ら

23

　

人
に
減
る
こ
と
が
明
ら

18か
に
な
り
ま
し
た
。
う
ち

管
理
運
営
部
門
で
は　

人
15

か
ら
8
人
に
減
り
ま
す
。

　

今
で
も
連
日
2
時
間
の

超
勤
。
こ
れ
で
は
繁
忙
期

を
過
ぎ
て
も
超
勤
が
解
消

し
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
年
度
予
算
の
積
算
だ

け
で
そ
う
す
る
の
か
、
事
務

量
積
算
は
し
な
い
の
か
。

そ
れ
と
も
有
無
を
言
わ
せ

ず
予
算
を
削
る
「
事
業
仕
分

け
」
の
結
果
で
し
ょ
う
か
。

選
ば
れ
た
か
ら

　

イ
ヤ
と
は
書
く
な

【
東
海
地
連
】

　

身
上
申
告
書
の
作
成
と

と
も
に
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
管

理
運
営
部
門
で
は
初
め
て

の
異
動
を
迎
え
ま
す
が
、

「
君
た
ち
は
選
ば
れ
た
ん
だ

か
ら
管
運
を
イ
ヤ
と
は
書

く
な
」
と
署
幹
部
か
ら
言
わ

れ
た
と
か
。
い
つ
誰
に
選

ば
れ
た
の
か
し
ら
？

資
料
担
当
者
の
悲
鳴

【
大
阪
局
職
員
の
メ
ー
ル
】

　

今
日
も
残
業
で
し
た
。

　

実
は
、
4
月　

日
に
一
本

12

の
メ
ー
ル
が
課
税
総
括
課

か
ら
来
た
せ
い
で
す
。

　

そ
の
作
業
を
資
料
担
当

一
人
で
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
期
日
の
余
裕
も
な
く
、

手
伝
っ
て
と
も
言
え
ず
、
な

ぜ
こ
の
時
期
に
や
ら
な
く

て
は
い
け
な
い
の
か
。

　

確
定
申
告
も
終
わ
り
、
み

ん
な
で
残
務
整
理
に
走
っ

て
い
る
と
き
な
の
に
…
…
。

　

課
税
総
括
課
は
ア
ホ
な

の
か
。
お
そ
ら
く
市
内
署

の
資
料
担
当
は
悲
鳴
を
上

げ
て
い
る
の
で
は
。
市
内

署
ほ
ど
、
仕
事
量
が
多
く
、

逆
に
担
当
は
少
な
い
現
象

に
な
っ
て
い
て
、
本
当
に
し

ん
ど
く
て
…
…
。

　

期
限
を
守
る
た
め
に
は

毎
日
残
業
で
す
。
何
と
か

し
て
下
さ
い
。
お
願
い
し

ま
す
。

ノ
ル
マ
の
重
さ

３
月
の
数
字
が
す
べ
て

【
北
海
道
地
連
】

　

ベ
テ
ラ
ン
の
徴
収
職
員

は
、「
調
査
の
数
字
は　

月
12

だ
が
、
徴
収
は
３
月
の
数
字

が
決
定
的
。
以
前
か
ら
の

風
潮
だ
し
、
職
場
は
そ
う
い

う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い

る
」
と
言
い
ま
す
。

　

札
幌
局
徴
収
部
は
局
Ｗ

Ａ
Ｎ
に
毎
月
、
署
別
の
滞
納

状
況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

出
さ
れ
た
数
値
に
一
喜
一

憂
す
る
現
場
統
括
官
の
姿

が
ノ
ル
マ
の
重
さ
を
物
語

り
ま
す
。
ノ
ル
マ
主
義
の

事
務
運
営
を
あ
ら
た
め
、
署

の
自
主
性
を
尊
重
し
た
事

務
運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

若
手
を
育
成
す
る

気
持
ち
が
あ
る
の
か

【
東
海
地
連
】

　

人
事
評
価
制
度
に
伴
う

業
績
目
標
に
「
若
手
の
育

成
」
と
書
い
た
女
性
職
員
が

子
育
て
の
た
め
に
５
時
に

帰
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
統

括
官
が
「
５
時
に
帰
っ
て
若

手
の
育
成
が
で
き
る
の
か
」

と
発
言
。
こ
の
統
括
官
の

育
成
が
先
！

〈
解
答
〉
黒
1
、
3
か
ら
5

と
捨
て
る
の
が
好
手
段
。

白
6
に
は
黒
7
で
白
死
で

す
。
黒
5
で
イ
は
白
5
で

白
生
き
。
白
6
で
ロ
な
ら

黒
6
白
ハ
黒
3
で
同
じ
く

白
死
で
す
。

ふたたび若者が声をあげる
　

２
０
０
３
年
に
１
０
０
０

人
の
若
者
た
ち
か
ら
始
ま
っ

た
集
会
は
、
前
回
２
０
０
８

年
に
は
４
６
０
０
人
が
集
う

大
集
会
に
発
展
し
、
メ
デ
ィ

ア
に
も
大
き
く
と
り
あ
げ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
「
若
者
の
使
い
捨
て
は
許

さ
れ
な
い
」
と
い
う
声
は
、

い
ま
大
き
な
世
論
と
な
り
社

会
を
動
か
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
去
最
悪
の
水

準
の
失
業
率
、
就
職
「
超
氷

河
期
」、
朝
か
ら
深
夜
ま
で

働
か
さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

や
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
が

は
び
こ
り
、
若
者
の
実
態
は

い
よ
い
よ
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。

　
「
ま
と
も
に
生
活
で
き
る

仕
事
を
」、「
人
間
ら
し
く
働

き
た
い
」―
―
５
月　

日
、
ふ

16

た
た
び
若
者
が
声
を
あ
げ
ま

す
。

　
「
若
者
の
声
が
社
会
を
変

え
る
！
」、「
ガ
マ
ン
し
な
い

勇
気
を
み
ん
な
に
！
」、「
話

せ
る　

学
べ
る　

つ
な
が
れ

る
！
」
を
合
言
葉
に
、
メ
イ

ン
集
会
で
は
若
者
の
た
た
か

い
、「
か
え
た
い
」
思
い
や
全

国
の
と
り
く
み
を
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
つ
な
ぎ
ま
す
。

　

医
療
、
保
育
、
福
祉
な
ど

職
種
別
の
交
流
も
企
画
さ

れ
、
ほ
っ
と
一
息
で
き
る
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

集
会
後
は
、
東
京
の
繁
華

街
を
音
楽
に
あ
わ
せ
て
多
彩

な
グ
ッ
ズ
で
楽
し
く
「
ア

ピ
ー
ル
ウ
ォ
ー
ク
」し
ま
す
。

（7は3のところ）

 『国税東京』に掲載された
  一元化アンケート集約結果
　4月15日付『国税東京』の機関紙に、
昨年11～12月に行った「内部事務一
元化アンケートの集約結果」（対象は管
理運営と課税内部の職員で、回答数約
1000件）が掲載されました。
　そのうち、①「事務を行う上で要員
は」の設問に、管理運営は不足が66％、
ちょうど良い33％、多いは1％、課税内
部は不足が54％、ちょうど良い43％、
多いは3％、②「事務について順調に推
移していますか」の設問に、管理運営は
順調が2％、おおむね順調51％、順調で
ないは47％、課税内部は順調が2％、お
おむね順調42％、順調でないは56％と
なっています。
　この結果とあわせて、「ステップ1の
段階であり、現在のステップ2の段階と
は状況は異なっているものと考えられ
る」と記しています。

賛
否
を
聞
か
せ
て
下
さ
い

　

内
部
事
務
一
元
化
の
強
行

実
施
か
ら
9
ヵ
月
経
過
し
、

初
め
て
の
確
申
期
業
務
も
経

験
し
た
中
、
規
模
の
小
さ
い

署
に
お
け
る
職
員
犠
牲
は
凄

ま
じ
く
、「
一
元
化
は
中
止

し
ろ
」
と
の
悲
鳴
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

　

北
海
道
の
職
場
で
は
、

「
3
人
ぐ
ら
い
職
員
が
倒
れ

れ
ば
廃
止
に
な
る
の
で
は
な

い
か
」
と
か
、「
１
万
年
た
っ

て
も
事
務
提
要
ど

お
り
に
は
で
き

ず
、
一
元
化
は
実

現
し
な
い
」な
ど
、

辛
ら
つ
な
意
見
が

飛
び
交
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、「
確
申

期
は
ス
テ
ッ
プ
０

に
す
る
こ
と
で
大

量
の
事
務
処
理
を

行
わ
ざ
る
を
得

ず
、
一
元
化
機
能

は
不
全
状
態
」で
、

「
今
後
担
当
者
が

経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
で

解
消
す
る
と
い
う
展
望
は
な

く
、
今
後
更
に
職
員
犠
牲
を

強
い
る
も
の
に
な
る
」
と
の

声
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　

＊ 　
　

＊　
　

＊

　

全
国
税
は
、
5
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
実
施
す
る
２
項

目
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
通

じ
て
広
く
職
場
の
声
を
聞
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

項
目
は
、
①
こ
と
し
の
確

申
期
の
超
勤
時
間
は
（
・

減
っ
た　

・
増
え
た　

・
変

わ
ら
な
い
）、
②
内
部
事
務

一
元
化
を
ど
う
思
い
ま
す
か

（
・
一
元
化
に
賛
成　

・
改
善

さ
れ
れ
ば
賛
成　

・
改
善
点

が
多
す
ぎ
て
反
対　

・
そ
も

そ
も
反
対
）
で
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
コ
メ
ン

ト
も
お
書
き
下
さ
い
。

5月16日　全国青年大集会2010

多彩に繁華街をアピールウォーク

島ぐるみ「基地いらぬ」

　

沖
縄
の
心
が
一
つ
に
結
集

し
、
日
米
両
政
府
を
動
か
す

県
民
集
会
に
9
万
人
余
の
人

波
。　
「
世
界
一
危
険
」
な
米

海
兵
隊
普
天
間
基
地
の
早
期

閉
鎖
・
返
還
を
求
め
、「
県
内

移
設
反
対
の
県
民
大
会
」
が

4
月　

日
、
読
谷
村
運
動
広

25

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

米
軍
基
地
の
「
県
内
た
ら

い
回
し
」
反
対
を
超
党
派
で

開
催
し
た
の
は
初
で
、
歴
史

的
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

離
島
の
宮
古
島
市
で
、
３

０
０
０
人
が
、
石
垣
市
で
も

　

日
に
７
０
０
人
の
連
帯
集

24会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

県
民
大
会
で
は
、
普
天
間

基
地
を
抱
え
る
宜
野
湾
市

長
、
県
内
「
移
設
先
」
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
名
護
・

う
る
ま
の
両
市
長
、
漁
民
代

表
と
し
て
勝
連
漁
協
組
合
長

が
そ
れ
ぞ
れ
、「
忌
わ
し
い

基
地
を
撤
去
し
て
い
く
」
と

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

基
地
近
く
の
普
天
間
高
校

3
年
生
の
志
喜
屋
さ
ん
と
岡

本
さ
ん
の
2
人
は
「
基
地
問

題
は
沖
縄
県
民
だ
け
で
な

く
、
日
本
国
民
の
す
べ
て
の

人
が
自
分
の
問
題
と
し
て
考

え
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
、
県

民
大
会
は
日
米
両
政
府
に
普

天
間
基
地
の
早
期
閉
鎖
・
返

還
や
県
内
「
移
設
」
断
念
な

ど
を
求
め
る
決
議
を
採
択
し

ま
し
た
。

日米両政府を動かす大集会が成功

沖縄の心一つ　県民大会に9万余の人波

一 元 化
アンケート

P
C
と
携
帯
か
ら
ア
ク
セ
ス
を




